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ぼくのいえはやまのせまいみちをとおります。なつになってからとおりみつのよこにあるやまの

きをたくさんこうじのひとたちがきてきっていました。きがたくさんきられていてやまがはげっぱ

になってしまっていました。 

ぼくはちょっとかなしくなっておとうさんになぜきをきるのかなとききました。おとうさんはお

おあめやたいふうのときにおおきなきがたおれてしまったらみちをふさいだり、どしゃくずれにな

るからそうならないようにおしごとのひとたちががんばっておていれしてくれているんだよとお

しえてくれました。きったきはおうちのざいりょうになったりぼくたちのつくえやいすになったり

するそうです。それをきいてぼくはうれしくなりました。きったあとはまたちいさなあかちゃんの

きをおしごとのひとたちがうえてそだててくれるそうです。ぼくがまだあかちゃんのころおおあめ

がふって、いえのうらのやまがくずれてきがたくさんたおれてかわがながれなくなりぼくのいえの

たたみやゆかのしたにみずがきて、おとうさんがたたみをはずしてかわかしたそうです。ぼくはま

だあるけないあかちゃんだったのでおかあさんがいえのなかをおんぶしてあるいてくれたそうで

す。おかあさんがとってもこわかったよといいました。そのときみたいにならないようにおていれ

してもらっているとおしえてもらいました。 

ぼくはおしごとのひとたちにありがとうございます。といいました。おにいさんたちはどういた

しましてとわらってくれました。 

どしゃさいがいやたいふうやおおあめはほんとうにこわいです。ぼくもおとうともこわいです。

さいがいがおこらないようになればいいなとおもいました。ぼくはひなんくんれんをわすれません。

せんせいやおとうさんおかあさんのおはなしをしっかりきいてじゅんびができるようになりたい

とおもいました。 


